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平成 24 年５月 25 日 

各 位 

     会 社 名   三精輸送機株式会社 

     代表者名   代表取締役社長 中川 実 

            (コード番号 6357 大証２部) 

     問合せ先   取締役常務執行役員 

            管理本部長 曻 賢治 

            (TEL 06－6385－5621) 

 

 

当社による株式会社テルミックの株式取得及び簡易株式交換による 

完全子会社化に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社テルミック（以下、「テルミック」とい

います。）の創業者であり代表取締役社長である鳥海節夫氏（以下、「鳥海氏」といいます。）

が有するテルミック株式のうち 11,540 株（発行済株式総数の 57.7%）を、平成 24 年６月８

日（予定）をもって取得すること（以下、「本株式取得」といいます。）（注１）（注２）、及び、

本株式取得の後、同年７月２日を効力発生日とし、当社を完全親会社、テルミックを完全

子会社とする株式交換（以下、「本株式交換」といいます。なお、以下、本株式取得及び本

株式交換を総称して、「本取引」といいます。）を行うことを決議し、本日、下記のとおり、

鳥海氏との間で株式譲渡契約を、テルミックとの間で株式交換契約をそれぞれ締結いたし

ましたので、お知らせいたします。 

なお、当社は、会社法第 796 条第３項の規定に基づき、株主総会の承認を必要としない

簡易株式交換の手続により、本株式交換を行います。 

（注１） 本株式取得の効力発生日までの間において、テルミックの他の株主が、当社に対するテル

ミック株式の譲渡を希望した場合には、当社は、かかる株主よりテルミック株式を取得し、

当該株式数に応じて鳥海氏の譲渡株式数は減少します。もっとも、当社が取得する予定の

テルミック株式数は、11,540 株のまま変動ございません。 

（注２） 当社の完全子会社である株式会社サンセイメンテナンスは、本日開催の同社取締役会にお

いて、有限会社テルミックサービスの株式 3,000 株（同社発行済株式総数の 100%）を、鳥

海氏から、平成 24 年６月８日（予定）をもって取得することを決議し、鳥海氏との間で株

式譲渡契約を締結いたしました。なお、同社はテルミック株式 2,250 株（発行済株式総数

の 11.25%）を有しております。 
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記 

 

１．本取引の目的 

当社は、舞台機構・遊戯機械・昇降機の３事業をコアに、受注から製作、施工、メン

テナンスまで一貫して手掛けておりますが、事業環境の変化を踏まえ、既存事業との間

での相乗効果が中期的に見込まれる事業領域に裾野を広げることで、お客様のニーズに

しっかりと応え、成長戦略を実現していくことを目指しております。 

テルミックは、テレビ、舞台、イベント、コンサート等で、電気、機械装置の設計、

製作、施工及び操作を行う会社であり、優良な顧客と長年の取引関係を確保しておりま

す。テルミックの事業は当社にとって新規に参入する事業ではあるものの、中長期的に

は、当社の既存事業との間で相乗効果が見込まれ、お客様に今まで以上に多様な製品・

サービスを提供していくことが可能になります。 

このように、当社グループ全体の成長戦略に貢献すると判断したことから、当社は、

平成 24 年６月８日（予定）をもってテルミック株式 11,540 株を取得するとともに、当

社の完全子会社である株式会社サンセイメンテナンスが同日（予定）をもって、有限会

社テルミックサービス（同社はテルミックの株式 2,250 株を有しております。）の株式を

取得することにより、テルミックを当社の子会社とした後で、平成 24 年７月２日（予定）

を効力発生日とする株式交換によりテルミックを当社の完全子会社にすることといたし

ました。 

 

２．本株式取得（子会社の異動）について 

（１）異動する子会社の概要 

(1) 名 称 株式会社テルミック 

(2) 所 在 地 東京都台東区台東一丁目 28 番５号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 鳥海 節夫 

(4) 事 業 内 容 
テレビ、舞台、イベント、コンサート等の電気、機械装置の設

計、製作、施工及び操作 

(5) 資 本 金 10 百万円 

(6) 設 立 年 月 日 昭和 54 年３月 26 日 

(7) 大株主及び持株比率 
鳥海節夫         64.3% 

㈲テルミックサービス   11.3% 

(8) 上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 該当なし 

人的関係 該当なし 
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取引関係 該当なし 

関連当事者へ

の該当状況 
該当なし 

(9) 過去 3年間の経営成績及び財政状況 

決算期 平成 22 年２月期 平成 23 年２月期 平成 24 年２月期

純資産 1,468 1,785 1,919 

総資産 5,221 5,522 5,219 

一株当たり純資産（円） 74,506.98 90,510.16 97,296.34 

売上高 3,498 3,770 3,816  

営業利益 352 501 234 

経常利益 406 595 285 

当期純利益 227 346 163 

１株当たり当期純利益（円） 11,556.81 17,568.56 8,286.18 

１株当たり配当金（円） 1,500.00 1,500.00 1,500.00 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 

（２）本株式取得の相手先の概要 

(1) 氏  名 鳥海節夫及び株式会社テルミック社員 

(2) 住  所 埼玉県越谷市他 

(3) 上場会社と当該個人と

の関係 

当社と当該個人（その近親者、当該個人及びその近親者が過半

数所有している会社等並びにその子会社を含む。）との間には、

記載すべき資本関係・人的関係・取引関係はありません。また、

当社の関係者及び関係会社と当該個人並びに当該個人の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係・人的関係・取

引関係はありません。 

 

（３）取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の個数：０個） 

（所有割合：０％） 

(2) 取得株式数 

11,540 株 

（議決権の個数：11,540 個） 

（発行済株式総数に対する割合：57.7％） 

（一株当たりの取得価額：146,475 円） 
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(3) 異動後の所有株式数 

（注３） 

11,540 株 

（議決権の個数：11,540 個） 

（所有割合：57.7％） 

（注３） 当社の完全子会社である株式会社サンセイメンテナンスは、平成 24 年６月８日（予定）を

もって、有限会社テルミックサービスの完全親会社となります。そのため、同社の有する

テルミック株式 2,250 株（発行済株式総数の 11.25%）と併せると、当社が同日時点で直接

的または間接的に有するテルミック株式は 13,790 株（発行済株式総数の 68.95%）となりま

す。 

 

（４）本株式取得の日程 

取締役会決議（当社）、株式譲渡契約締結 平成 24 年５月 25 日 

株式の取得    平成 24 年６月８日（予定） 

 

３．本株式交換について 

（１）本株式交換の要旨 

ア 本株式交換の日程 

株式交換契約締結決議取締役会（両社） 平成 24 年５月 25 日 

株式交換契約締結（両社） 平成 24 年５月 25 日 

株式交換契約承認臨時株主総会（テルミック） 平成 24 年６月 19 日（予定）（注４） 

株式交換効力発生日  平成 24 年７月２日（予定）（注５） 

（注４） 当社は、会社法第 796 条第３項の規定に基づく簡易株式交換の手続により、株主総会の承

認を受けずに行う予定です。 

（注５） 本株式交換の予定日（効力発生日）は、両社の合意により変更されることがあります。 

 

イ  本株式交換の方式 

本株式交換は、当社を株式交換完全親会社、テルミックを株式交換完全子会社とす

る株式交換です。テルミックの株主には、本株式交換の対価として、当社が有する自

己株式が割り当てられます。 

なお、本株式交換は、完全親会社となる当社については会社法第 796 条第３項の規

定に基づく簡易株式交換の手続により株主総会の承認を得ずに、完全子会社となるテ

ルミックについては平成24年６月19日開催予定の臨時株主総会において承認を受け

たうえで、同年７月２日を効力発生日として行う予定です。 
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ウ  本株式交換に係る割当ての内容 

 

 

 

 

 

 

（注６） 株式の割当比率 

テルミックの普通株式１株に対して、当社株式 366.2 株を割当て交付します。 

（注７） 本株式交換による交付する株式 

本株式交換により当社が交付する株式には、当社が保有する自己株式を充当する予定であ

り、新株式の発行は行わない予定であります。 

（注８） 単元未満株式の取扱い 

本株式交換に伴い、当社の単元未満株式（100 株未満の株式）を所有することとなるテルミ

ックの株主の皆様におかれましては、株式数に応じて本株式交換の効力発生日以降の日を基

準日とする当社の配当金を受領する権利をお持ちになりますが、取引所市場において単元未

満株式を売却することはできません。当社の単元未満株式を所有することとなる株主の皆様

におかれましては、当社に対して以下の制度をご利用いただくことができます。 

①単元未満株式の買取請求制度（100 株未満の株式の売却） 

会社法第 192 条第１項の規定に基づき、単元未満株主が当社に対して、自己の所有する単

元未満株式を買取ることを請求することができる制度です。 

②単元未満株式の売渡請求制度（100 株への買い増し） 

会社法第 194 条第１項及び当社定款の定めに基づき、単元未満株主が当社に対して、自己

の所有する単元未満株式と併せて１単元（100 株）となる数の単元未満株式の売渡を請求する

ことができる制度です。 

（注９） １株に満たない端数の処理 

本株式交換に伴い、当社の普通株式１株に満たない端数の割当てを受けることとなるテル

ミックの株主の皆様に対しては、会社法第 234 条その他の関係法令の規定に従い、その端数

の合計数（その合計数に１に満たない端数がある場合は、これを切り捨てるものとします。）

に相当する数の当社の普通株式を売却し、かかる売却代金をその端数に応じて当該株主の皆

様に交付します。 

 

エ  本株式交換に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

株式交換完全子会社であるテルミックは、新株予約権または新株予約権付社債を発

行しておりません。 

 

 三精輸送機株式会社 

（完全親会社） 

株式会社テルミック 

（完全子会社） 

株式交換比率 １ 366.2 

本株式交換により 

交付する株式数 
普通株式：2,999,178 株 
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（２）本株式交換に係る割当ての内容の算定根拠等 

ア 算定の基礎 

当社は、本株式交換における株式交換比率の算定に当たって、公正性･妥当性を確

保するため、両社から独立した第三者算定機関に株式交換比率の算定を依頼すること

とし、当社の本株式交換に関するフィナンシャルアドバイザーである大和証券株式会

社（以下、「大和証券」といいます。）を第三者算定機関として選定しました。 

大和証券は、両社の株式価値の算定に際して、当社の株式価値については、当社が

大阪証券取引所市場第二部に上場しており、市場株価が存在することから市場株価法

（売買状況等を勘案し、平成24年４月25日から平成24年５月24日までの１ヶ月間、

平成 24 年２月 27 日から平成 24 年５月 24 日までの３ヶ月間及び平成 24 年 11 月 25

日から平成24年５月24日までの６ヶ月間の各期間の終値平均値を採用して算定）を、

また、テルミックの株式価値については、非上場株式であることを考慮し、将来の事

業活動の状況を評価に反映するため、ディスカウンテッド・キャッシュフロー法（以

下、「ＤＣＦ法」といいます。）を採用して、算定を行いました。なお、当社の普通株

式の１株あたり株式価値を１とした場合の評価レンジは、以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

         

大和証券は、株式交換比率の算定に際して、両社から提供を受けた情報及び一般に

公開された情報等を原則として採用し、採用したそれらの資料及び情報等が、全て正

確かつ完全なものであることを前提としており、独自にそれらの正確性、信頼性、完

全性または妥当性の検証を行っておりません。また、両社とその関係会社の資産また

は負債（簿外資産及び負債、その他偶発債務を含みます。）について、個別の資産及

び負債の分析及び評価を含め、独自に評価、鑑定または査定を行っておらず、第三者

機関への評価、鑑定または査定の依頼も行っておりません。加えて、テルミックの事

業計画及び財務予想についてはテルミックの経営陣により現時点における最善の予

測と判断に基づき合理的にかつ適切な手続に従って作成されていることを前提とし

ております。 

なお、大和証券が提出した株式交換比率の算定結果は、本株式交換における株式交

換比率の公正性・妥当性について意見を表明するものではありません。 

 

イ  算定の経緯 

当社は大和証券から提出された株式交換比率の分析結果を慎重に検討し、また両社

の財務状況、業績動向、株価動向等を勘案し、慎重に交渉・協議を重ねました。その

 三精輸送機株式会社 

（完全親会社） 

株式会社テルミック 

（完全子会社） 

株式交換比率 1 334～453 
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結果、最終的に上記（１）ウの株式交換比率が妥当であると判断し、平成 24 年５月

25 日に開催された取締役会において、本株式交換における株式交換比率を決定し、

同日、テルミックとの間で株式交換契約を締結いたしました。 

 

ウ  算定機関との関係 

大和証券は、当社及びテルミックの関連当事者には該当せず、本株式交換に関して

記載すべき重要な利害関係を有しません。 

 

（３）本株式交換の当事会社の概要 

 
株式交換完全親会社 

（平成 24年 3 月 31 日現在） 

株式交換完全子会社 

（平成 24年 2 月 29 日現在） 

(1) 名 称 三精輸送機株式会社 株式会社テルミック 

(2) 事 業 内 容 
舞台機構、遊戯機械、昇降機の設計、

製作、施工、運営及び保守改修 

テレビ、舞台、イベント、コンサート

等の電気、機械装置の設計、製作、施

工及び操作 

(3) 設 立 年 月 日 昭和 26 年２月 27 日 昭和 54 年３月 26 日 

(4) 本 店 所 在 地 大阪府吹田市江坂町一丁目 13 番 18 号 東京都台東区台東一丁目 28 番５号 

(5) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 中川 実 代表取締役社長 鳥海 節夫 

(6) 資 本 金 3,251 百万円 10 百万円 

(7) 発行済株式数 19,332,057 株 20,000 株 

(8) 純 資 産 21,696 百万円（連結） 1,919 百万円 

(9) 総 資 産 25,401 百万円（連結） 5,219 百万円 

(10)決 算 期 ３月 31 日 ２月末日 

(11)従 業 員 数 455 名（連結） 168 名 

(12)大株主及び持株比率 

自社（自己株口）    16.0%

ステート ストリート バンク ア

ンドトラスト カンパニー 9.4%

丸一鋼管㈱        6.7%

京阪神ビルディング㈱   4.2%

㈱三井住友銀行      4.1%

鳥海節夫        64.3% 

㈲ テ ル ミ ッ ク サ ー ビ ス

11.3% 
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(13)主要取引先 

官公庁、株式会社竹中工務店他大

手ゼネコン、長島観光開発株式会

社他主な遊園地 

株式会社 NHK アート、日本テレビ

放送網株式会社、株式会社日本テ

レビアート、株式会社フジテレビ

ジョン、株式会社フジアール、株

式会社テレビ朝日、株式会社テレ

ビ朝日クリエイト、株式会社テレ

ビ東京、株式会社シミズオクト、

日本ステージ株式会社 

(14)主要取引銀行 
株式会社三井住友銀行 

株式会社三重銀行 

株式会社みずほ銀行 

株式会社三菱東京 UFJ 銀行 

(15)当事会社間の関係等 

資本関係 該当なし 

人的関係 該当なし 

取引関係 該当なし 

関連当事者へ

の該当状況 
該当なし 

(16)過去 3年間の経営成績及び財政状況 

 

決算期 

 

三精輸送機株式会社 

（株式交換完全親会社） 

株式会社テルミック 

（株式交換完全子会社） 

平成 22

年３月期

平成23年

３月期 

平成24年

３月期 

平成22年

２月期 

平成23年

２月期 

平成24年

２月期 

純資産 23,027 23,253 21,696 1,468 1,785 1,919 

総資産 27,223 26,882 25,401 5,221 5,522 5,219 

一株当たり純資産（円） 1,304.96 1,310.35 1,336.96 74,506.98 90,510.16 97,296.34

売上高 13,190 13,303 13,689 3,498 3,770 3,816  

営業利益 1,871 1,374 968 352 501 234 

経常利益 2,180 1,606 1,168 406 595 285 

当期純利益 715 489 684 227 346 163 

１株当たり当期純利益

（円） 
40.35 30.16 42.18 11,556.81 17,568.56 8,286.18

１株当たり配当金（円） 14.00 14.00 14.00 1,500.00 1,500.00 1,500.00

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 
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（４）本株式交換後の状況 

株式交換完全親会社である当社において、本株式交換による商号、所在地、代表者、

事業内容、資本金、決算期についての変更はなく、純資産及び総資産の額については、

現時点では確定しておりません。 

 

（５）会計処理の概要 

本株式交換に伴う会計処理は、企業結合会計基準における「取得」に該当するため

パーチェス法を適用することが見込まれております。なお、本株式交換に伴いのれん

代が発生する可能性がありますが、発生するのれん代の金額については、現時点では

未定です。 

 

４．今後の見通し 

本取引による業績への影響については現在精査中であり、開示の必要が生じた場合に

は速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 

（参考）当期業績予想（平成 24 年５月 11 日公表分）及び前期連結実績 

        （単位： 百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当社連結業益予想 

（平成 25 年３月期） 
11,000 700 800 350

前期連結実績 

（平成 24 年３月期） 
13,689 968 1,168 684

 

 


